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insular 　 cortex より脊髄 へ の ソ マ トス タ チ

ナージ ッ ク ニ ュー
ロ ン の 投 射に つ い て
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　脳幹 よ bs．ubstance 　P （SP ）あるい は

enkephalin （Enk ）を含む細胞 が脊髄に投射

し
v 内因姓 の 痛覚抑制 をは じめ様 々 な機能に

関与 して い る と思 われ る 。 そ の 投 射経路 お・よ

び起始細胞に つ き ， 実験形態学澄 よび免疫組

織学的手法を用 い て 検討 した結果 を報告する 。

殳射経路 ：〔h レ ペ ル で 脊髄を半側切断する と
，

免疫反応産物は 主 として 切 断面 の 上 方に蓄積

し rS 町 Enk とも側索の 外側部に認め られ る

1，と」：り ，
これ らは 脊髄 へ の 下行線維で ある

と考え られ る 。 切 断 面の 下方の 灰白質で は ，

切断側に 細 い て前角細胞周 辺 の SP
，
Bnk 陽性

終末 の 減 少が認 め られ た 。 また よ り下方の 脊

髄の 切断 で は
， 固有東に 於ける集積 も認 め ら

れ た G

起始細胞 ：脊髄蔚角にBi碗 in を標識 したHRP

を注入 し（C．5細麗 ），
13iotin　Avidisi 　Texas

・一一red 　inlronftof｝uorescence 　ine　thod に より　7

橋 ド部 〜 延髄に 診 い て脊髄に投身寸す る SP ，

伽 k 陽性細胞 の 分布 を検討 した ○ これ らの 陽

性 細胞は ， 大縫線核 （E｝M ）：， 不確縫線核（RO ）

同側 の 大細胞性網様核（rmg ）， 対 側 の外側

網様 核尚 辺 の 網様体 （1
’．e）、、対側前庭神経核

下核（V1））な どに 分布す る こ とが明 らか とな

っ た。

　従来 よ b ，
Insular　c・ τtex （IG ）が孤束核

脚傍核 とい っ た Vi　S．　ceral 　 relay 　center あ る

い は 視床 下 部 Limbic 　area と強 く結び つ い

て い る こ とが 覬 らか に され て お吻 ，
こ の 領域

が 自律中枢 お よび内臓 知覚の 中枢と して 重要

な 役割を有 して い る こ とが示唆 され て きた
。

一
方，　【O には免疫組織化学的研 究 よ り， 豊 富

な コ レ シ踏 キ ＝ys ソマ トス タチ冫くs・M ），
v…

−

active 　 intestinal 　 PO 丑ypeptide 等 の ペ プ チ

ド含有 二 ＝一ロ ン が存在する こ とが 知 られ る が
，

こ れ らの 投射部位 に つ い て は現在珀られ て い

な い
。 今風 我 々 は我 々 の 開発 した逆 行性 ト

レ“サー法 と免疫組織化学 の コ ン ビネ嗾 冫テ クニ

ヅク を用 い ， lO より脊髄 に至 る きわめ て 長

い SOM −
ergic 神経線維 の 投射が存在する こ

とを見い 出 した
。

　まず
， 頚髄 あ る い は腰髄 に ピ オ チ ン 化西 洋

ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ーゼ （B −H 島 P ）を注入す

る と
，

IG 内 に きわ め て豊雷な B 擁 IRP 標識

細胞が 出現 した 。 同一切 片に 免疫組織化学 を

施行す る こ とに よ b
，

そ れ らの 陽性 細胞体の

約 20 ％が B脳 を含有 して IA る こ とが 明らか

とな っ た
。

現ξ さ らに 他 の 領域へ の SOM
−

　ergic 線維 の 投射 に つ い て も検討し て い る o
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